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(3)研 究概要

カロテノイドは 自然 界に最も広く存在する色素で、生体内で重要な生理的役割を果た

している。植物などの光合成生物ではカロテノイドは光捕獲系の補助色素であるほか、

光酸化状態から組織や細胞を保護する機能を有している。また、動物ではビタミンAの

前駆体 であるほか、種 々の癌 に対する予防効果や免疫賦活能があることが報告され

ている。カロテノイドは、通常、炭素数が40の イソプレノイドであり、2分 子のゲラニル ゲ

ラニル ピロリン酸(C20)が 縮 合して、最初 のイソプレンであるフィトエン(C40)が 合成 さ

れ 、これ から様 々な脱水 素反応、環化反応、酸素添加反応 により多様なカロテノイドが

合成される。一方、グラム陽性菌に属する光合成細菌ヘリオバクテリアは2分 子のファ

ル ネシルピロリン酸(C15)が 縮合したデヒドロスクアレン(4,4LDiapophytoene,C30)が

脱水 素反応 によって生 じた4,4LDiaponeurosporeneを 主要なカロテノイドとして持つ。

この脱水素反応に関与する遺伝子磁 ～をヘリオバクテリアの染色体DNAラ イブラリー

より単 離した。カロテノイドの合成に関与する酵素及びその遺伝子の多くは未 同定で

ある。今後、多くのカロテノイド合成生物からカロテノイド合成に関与する遺伝子が単

離されれば、これらの遺伝子を組み換え、生物 工学的に新規のカロテノイドを合成さ

せることが可能である。今後は今回得られたヘリオバクテリアのcrt,〈を他の光合成細 菌

に導入 し、ヘテロな遺伝子発現による新規のカロテノイドの生産に関する基礎的な知

見を得る予定である。
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